
１
５
年
度
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
で
磨
く
国
語
力
」
№
１
３ 年 

 

組 
 

番 

氏
名 

 
デ
イ
ゴ
の
赤
い
花
は
初
夏
を
①
彩
（ 

 
 

）
る
沖
縄
の
県
花
で
あ
る
。
南
の
島
の
風
物
詩
だ
が
、

こ
の
花
の
時
期
に
な
る
と
ふ
さ
ぎ
込
む
人
が
少
な
く
な
い
と
い
う
。
沖
縄
戦
の
記
憶
が
よ
み
が
え
る

か
ら
だ
。
７
０
年
前
の
デ
イ
ゴ
の
季
節
に
、
②
ヒ
サ
ン
（ 

 
 

）
を
き
わ
め
た
地
上
戦
は
始
ま
っ

た
▼
「
人
々
が
③
ホ
ウ
ダ
ン
（ 

 
 

）
の
下
を
逃
げ
ま
ど
う
道
の
か
た
わ
ら
に
、
血
ま
み
れ
の
肉

親
を
抱
き
か
か
え
る
そ
の
頭
上
に
、
デ
イ
ゴ
の
花
は
咲
い
て
い
た
の
で
す
」。
息
子
２
人
と
娘
、
そ

れ
に
兄
と
母
を
失
っ
た
コ
ザ
市
（
現
沖
縄
市
）
の
元
市
長
、（
１
）
故
大
山
朝
常
さ
ん
が
、
つ
ら
く

悲
し
い
記
憶
を
つ
づ
っ
て
い
る
▼
戦
時
中
、
大
山
さ
ん
は
青
年
学
校
の
校
長
だ
っ
た
。
軍
の
指
示
で

約
６
０
０
人
の
生
徒
を
戦
闘
協
力
に
送
り
だ
す
。
半
数
が
帰
ら
な
か
っ
た
。
④
バ
ン
ネ
ン
（ 

 
 

）

に
取
材
で
訪
ね
る
と
、
昔
の
話
を
し
た
夜
は
眠
れ
な
く
な
る
と
、
⑤
シ
ボ
（ 

 

）
る
よ
う
な
声
で

語
っ
て
い
た
▼
デ
イ
ゴ
の
花
咲
く
初
夏
を
沖
縄
で
は
「
う
り
ず
ん
」
と
呼
ぶ
。
〈
う
り
ず
ん
の
雨
は

血
の
雨
涙
雨 

礎
の
魂
呼
び
起
こ
す
雨
〉。
そ
ん
な
短
歌
を
『
沖
縄 

う
り
ず
ん
の
雨
』
と
い
う
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
知
っ
た
。
こ
の
季
節
の
よ
び
さ
ま
す
情
念
が
濃
厚
に
伝
わ
っ
て
く
る
▼
⑥

礎
（ 

 
 

）
と
は
、
沖
縄
戦
な
ど
の
死
者
２
０
万
人
余
の
名
を
刻
ん
だ
「
平
和
の
礎
」
の
こ
と
。

映
画
は
、
戦
後
も
米
国
の
⑦
戦
（ 

 
 

）
に
⑧
コ
ク
シ
（ 

 
 

）
さ
れ
て
き
た
基
地
の
島
を
、

様
々
な
証
言
を
重
ね
て
描
き
込
む
。
米
国
人
の
監
督
は
、（
３
）
米
軍
は
沖
縄
を
「
戦
利
品
」
と
し

て
扱
っ
て
き
た
と
み
る
▼
日
本
政
府
も
容
認
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
⑨
辺
野
古

（ 
 
 

）
へ
の
新
基
地
建
設
を
め
ぐ
り
、
沖
縄
と
本
土
が
厳
し
く
⑩
対
峙
（ 

 
 

）
す
る
な
か

で
迎
え
る
慰
霊
の
日
。
も
う
一
歩
、
も
う
二
歩
、
沖
縄
の
こ
と
を
深
く
知
り
た
い
日
だ
。 

〔
２
０
１
５
年
６
月
２
３
日
「
天
声
人
語
」〕 

問
一 

①
～
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
部
は
漢
字
に
直
し
、
傍
線
部
は
読
み
を
答
え
な
さ
い
。 

問
二 

次
の
（
あ
）
～
（
え
）
に
適
す
る
語
を
、
後
の
語
群
か
ら
選
び
書
き
入
れ
よ
う
。 

 

・
沖
縄
県
糸
満
市
米
須
に
１
９
４
６
年
２
月
に
建
て
ら
れ
た
。
戦
後
、
遺
骨
だ
ら
け
だ
っ
た
一
帯

か
ら
住
民
の
手
で
約
３
万
５
千
の
遺
骨
が
納
め
ら
れ
た
→
（
あ 

 
 

）
の
塔
。 

 

・
沖
縄
で
は
自
然
洞
窟
の
こ
と
を
（
い 

 
 

）
と
呼
ぶ
。 

 

・
日
本
軍
に
と
っ
て
沖
縄
は
「（
う 

 
 
 

）
稼
ぎ
の
戦
場
」
だ
っ
た
と
い
え
る
。 

 

・
日
本
軍
は
県
民
へ
も
「
生
き
て
虜
囚
の
辱
め
を
受
け
ず
」
と
の
戦
陣
訓
を
徹
底
し
た
た
め
、
住

民
は
（
え 

 
 
 
 

）
に
追
い
込
ま
れ
た
。 

 

〈
語
群
〉
ひ
め
ゆ
り 

魂
魄 

ケ
イ
ブ 

ガ
マ 

空
間 

時
間 

集
団
自
決 

集
団
疎
開 

問
三 

次
は
傍
線
部
（
１
）
の
著
書
『
沖
縄
独
立
宣
言
』
の
一
部
要
約
で
あ
る
。（
か
）
～
（
け
）

に
適
す
る
語
を
、
後
の
語
群
か
ら
選
び
書
き
入
れ
よ
う
。 

 
 

「
長
年
の
復
帰
運
動
の
果
て
、
沖
縄
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
過
酷
な
（
か 

 
 

）
被
害
だ

け
で
し
た
。
と
う
と
う
一
昨
年
（
１
９
９
５
年
）
の
米
兵
３
人
に
よ
る
（
き 

 
 

）
暴
行
事

件
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。
『
祖
国
復
帰
』
と
は
、
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た

ち
が
あ
れ
ほ
ど
思
い
を
込
め
て
復
帰
を
望
ん
だ
『
祖
国
日
本
』
は
、
沖
縄
に
と
っ
て
（
く 

 
 

）

だ
っ
た
の
で
す
。（
け 

 
 

）
は
帰
る
べ
き
『（
こ 

 
 

）』
で
は
な
か
っ
た
」 

 

〈
語
群
〉
基
地 

現
実 

少
女 

娼
婦 

戦
争 

祖
国 

幻 
 

日
本 

米
国 

 

問
四 

傍
線
部
（
３
）
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
３
５
字
程
度
で
説
明
し
よ
う
。 

 


